
がん専門医が伝える病院・診療所の上手なかかり方 

もしも島でがんになったら 

アンケート 
○日時   平成２８年１２月９日(金) 午後７時～８時 

○場所   北大東保健・福祉センター 

○対象   北大東村にお住まいの方 

○参加者  ２０人（アンケート回答率  ９０．９％） 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

50-59

歳 

70-79

歳 

60-69

歳 

80歳以

上 

40-

49歳 

30-39

歳 

１-a.年齢 

女 

50% 男 

44% 

無回

答 

6% 

１-b.性別 

村民・

患者 

67% 

行政職

員 

17% 

その他 

11% 

医療 

従事者 

5% 

２.立場 

わかっ

た 

45% 

よくわ

かった 

33% 

無回答 

22% 

３． この説明会で、 

診療所が携わることができ

るがん医療の範囲を理解で

きましたか 



 
 

５． ４の理由を教えてください 

できる限り希望を聞いてサポートしてあげたい。 

家族との都合で（交通の関係）。 

生まれ育った島で看取りたいのは誰でも感じていることだと思う。 

反面、周りに迷惑をかけるのではと不安を抱いているかと思います。 

本人の希望に沿うことが大切と思う。 

本人もしくは家族がそのように願うと思う。 

しかし子供たちに任せる。 

家族の介護能力、周囲の福祉サービスの内容による。 

本人の希望が大事かと思います。 

島では落ち着くかなーと思います。 

ステージで決めたいかなって考えます。 

本人はすごく帰りたかったのに状態が悪化し、 

島に連れて帰ることができなかったので、今でも心が痛む。 

身内がどう考えているかわからない。 

北大東診療所でどの程度の療養ができるのか。 

長年、住み慣れた家なので最期は家族で看取りたいです。 

 

できれ

ばそう

思う 

89% 

わから

ない 

5% 

非常に

そう思

う 

6% 

 ４． もし身内が、がんなどを

患い自宅で最期を希望されると

き、自宅で看取りたいですか 



 

 

７． ６の理由を教えてください 

家族に迷惑をかけることになるのも心苦しい。 

複雑。 

家族との都合で（交通の関係）。 

やはり本島へ出たりすると医療費がかさむ。 

自分が一番落ち着くところが良いと思う。 

自身だったら病院で最期がよいと思う。 

子どもに任せる。 

家族の介護能力、周囲の福祉サービスの内容による。家族と一緒ならどこででも。 

今までは良くわからなかったが、増田先生、小澤先生のお話しを聞いてどうするか

考える必要を感じました。 

できれば自宅で過ごしたい。 

専門医のいる病院を希望します。家族に負担を掛けたくない。 

身内の問題、経済的問題だと思う。 

子や孫たちと一日でも一緒にいたいから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれ

ばそう

思う 

56% 

わから

ない 

33% 

そう思わ

ない 

5% 

非常にそ

う思う 

6% 

６． ご自身が、もしがんなどで 

最期を迎えるとき 

自宅で迎えたいですか 



少し 

ある 

56% 

どちら

とも言

えない 

28% 

とても

ある 

11% 

あまり

ない 

5% 

 ９． がんになったとき、 

北大東村で治療することに 

不安はありますか 

あまり 

行き

渡って 

いない 

56% 

どちら

とも言

えない 

22% 

やや行

き渡っ

ている 

17% 

無回答 

5% 

１１．北大東村では、 

がんの療養について 

十分な情報が行き渡っていま

すか 

ちょう

ど良い 

72% 

少し小

さい 

22% 

無回答 

6% 

１３． がん療養場所ガイド

ブックの文字の大きさ（フォ

ントサイズ）について 

どう思われますか 

わかり

やすい 

39% 

無回答 

28% 

とても

わかり

やすい 

22% 

ちょう

ど良い 

11% 

 １２． がん療養場所 

ガイドブックの内容について 

どう思われますか 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

北大東

村 

39% 

本島中

南部 

33% 

無回答 

17% 

沖縄

県外 

5% 

本島 

北部 

6% 

 ８． もしあなたが 

がんになったら、どこで治療 

したいと思いますか 

少しあ

る 

56% 
どちら

とも言

えない 

28% 

とても

ある 

11% 

 

あまり

ない 

5% 

 １０． がんになったとき、 

村外（本島など）で治療する

ことに不安はありますか 



作成し

てほし

い 

78% 

無回答 

11% 

どちらで

もよい 

5% 

どちらか

というと

作成して 

ほしい 

6% 

１５． この冊子を、今後も継

続して作成してほしいと 

思いますか 

活用で

きそう 

61% 

大いに

活用で

きそう 

33% 

無回答 

6% 

１４． がん療養場所 

ガイドブックを 

活用できそうですか 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

その他 

代替医療の提供 

がん治療に関する専門用語の解説 

予防医療の提供 

在宅緩和ケア 

がんに関する経済的支援 

１６.療養場所ガイドに掲載を望む内容 



１７． その他 説明会の感想や、診療所への要望など何かあれば自由に記載して 

ください 

がんに対する考えが少し変わりました。長く健康でいられるようにしたいです。本

日はありがとうございました。 

すごく解りやすく良かったです。ガイドブックを手に入れる方法は？ 

サポートが予想以上に行行き届いているので安心しました。 

毎年説明会をやっていただきたい。がんの説明会で少し考えることになった。 

毎年住民健診または人間ドックを受けています。その結果票を診療所に持って行き、

先生から結果を説明してもらっています。歴代の先生、ありがとうございます。近

日中に今年の検診票が届きますので小澤先生のお世話になります。よろしくお願い

します。 

増田先生の癒しの声で、とっつきにくい内容の話しもすっと耳に入ってきました。

とてもわかりやすかったです。 

自分自身の健康管理、定期的に健診の大切さがわかった気がします。 

「がん」に対する認識を深めることができた。 

もしがんと診断されると頭が真っ白になって気がおかしくなるのではと思っていま

したが、今日の話しを聞くことで前向きな考えを持つことができると思いました。 

ありがとうございます。 

大変わかりやすく良かったと思いました。 

とても良かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


